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 厳しい寒さが続いていますが、皆様、いかがお過ごしでしょうか。今回は、「地

域包括ケアシステム」に関する話と、夢こんさぁとの日程などをお知らせします。 

 早いもので今年度最後の幸通信ですが、今回から全ページカラーでお届けするこ

とになりました。なお一層、皆様に心待ちにしていただけるよう、今後とも努力し

て参ります。どうぞよろしくお願いいたします。      （幸支部役員一同） 

 

 

１月２６日（金）に、「地域包括ケアシステム構築に向けて」と題した区民説明会

が、幸区役所４階会議室で開催されました。内容は、「川崎市における地域包括ケア

システムの構築」の概要説明、「第７期かわさきいきいき長寿プラン（案）」の概要

説明、「第４次かわさきノーマライゼーションプラン改訂版（案）」の概要説明、「第

５期川崎市地域福祉計画（案）」の概要説明、「第５期幸区地域福祉計画（案）」の概

要説明でした。 

 私達に一番身近なものは、「第４次ノーマライゼーションプラン改訂版（案）」で

す。特に、障害者総合支援法・児童福祉法に基づく、平成３０年度から３２年度ま

での第５期障害福祉計画では、障害福祉サービスの見込み量・確保策について書か

れています。項目を見ていくと、人材の確保が難しいために見込み量を実績が下回

るところがあるように思います。けれど、地域包括ケアシステム推進ビジョンにあ

る「互助」といった考え方を実行できる人が増えてくれば、この数値の意味もまた

違ってくるのではないかと思いました。 

 障害福祉計画は、数値目標（見込み量）を設定すること

になっていますが、地域にこの「互助」の考え方が広まり、

助けられたり助けたりの関係ができて、見込み量を実績が

下回っていても、現実は、皆、誰かの支援を受けていると

いうような生活ができたらいいなと、資料を見ながらぼん

やりと夢見てしまいました。     （仁尾 智都子） 

川崎市育成会手をむすぶ親の会 幸支部 
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１，「８０５０」問題について 

先日、インターネットを見ていたら、「大人の引きこもり」という文字が目に飛

び込んで来ました。記事を読むと、いわゆる子の引きこもりが長期化し、親が８０

代、子が５０代という年齢になっていることを指す言葉だと分かりました。そし

て、親の高齢化により収入が低下し、体力的にも介護が必要になるなど、引きこも

っている子の面倒を見ることができなくなって、社会から孤立、共倒れになるとい

うことが起きているのだそうです。 

  

「幸通信№１４」でもお伝えしましたように、国は、「地域共生

社会」の実現のために「我が事・丸ごと」という施策を打ち出し

ました。これは、「地域包括ケアシステム」を高齢期のケアとし

て推進していく一方で、障害者や子ども、生活困窮者、課題が複

合している人達などにも支援を広げ、公的な支援だけではなく地

域住民による支え合いをも活用できるよう、「地域共生社会の実現に向けた包括的

支援体制」を構築するものです。川崎市も国のこの取組に先駆けて、「川崎市地域

包括ケアシステム推進ビジョン」を策定し、１ページで紹介した福祉計画の上位概

念としています。 

 

「８０５０問題」のように、高齢期の親と無職独身の５０代の子が同居している

といった二つの課題を抱えている家庭には、その状況によって様々な専門分野の連

携がどうしても必要です。また、そのことに早く気付き解決に結びつけていく地域

住民の力も必要です。最初に読んだ記事の続編によると、公的な支援が届かないこ

のような状況におかれている人々に、高額な料金を取って支援するビジネスも増え

てきているとのことです。このように、重複した課題を持つ人々が、行政の窓口で

たらい回しにならないように、地域から孤立しないように、問題が大きくならない

うちに誰かとつながり、解決へと導いていけたらよいのにと、思います。 

  

最初の記事に話を戻すと、国は２０１８年度に、４０歳から５９歳を対象にした

「大人の引きこもり」の調査を始めるそうです。これは、先述したように、引きこ

もりが長期化してしまい年齢が上がっているからですが、「かながわ子ども・若者

総合相談センター」でも若者は３９歳までとなっています。人生、どこで何がある

か分からないものです。誰にとっても相談は大事

です。即、解決といかなくても、話を聞いてもら

えるだけでも気持ちが楽になるのではないかと思

います。今後、調査の結果次第で相談の面も改善

があるとよいと思います。 

「８０５０」問題から思うこと 
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２，「地域包括ケアシステム」と「社会福祉法」 

「幸通信№１５」でも触れていますが、地域包括ケアシステムの強化のために介

護保険法等の一部を改正する法律により社会福祉法が改正されました。地域の力を

活用したり、福祉の様々な分野の相談ごとを連携させたりして、「８０５０問題」

のようにいくつかの課題が絡まり合っている複合課題にも、対応できるようになっ

てはいます。ある地域では、課題のある人の解決のために、相談員だけでなく精神

保健福祉士や就労支援に関わっている人などでチームを作り、何人か一緒に訪問し

たり相談にのったりして課題解決に効果を上げているそうです。川崎市の「地域み

まもりセンター」も、地域課題を把握して積極的に地域に出向くということですの

で、期待が持てそうです。 

その社会福祉法第１０７条では市町村地域福祉計画、第１０８条では都道府県地

域福祉計画の充実について定めています。１ページの区民説明会でも概要のお知ら

せがあったように、川崎市も市としての第５期地域福祉計画を、また、各区の第５

期地域福祉計画を策定しています。これらは、高齢者、障害者、児童等の福祉の各

分野にある共通項的な事柄を横断的に捉えて計画されていきます。とはいえ、あま

り難しく考えず、健康を考えて生活にいかすのは自助、ちょっとした地域の集まり

に参加するのは互助ということですので、肩に力をいれず、地域の住人として、ま

た、障害を持つ子の家族として、少しずつでも何かの形で地域とつながれたらと思

っています。                       （仁尾 智都子） 

 

 

 

開場：１１時３０分  開演：１２時０５分  終演：１２時４５分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成30年４月 19 日（木） 幸市民館大会議室 サックス４重奏 
（Claire Saxophone Quartet） 

平成30年5 月 17 日（木） 幸市民館大会議室 クラリネット５重奏 
（Lampi Clarinet ensemble） 

平成30年6 月２1日（木） 
ミューザ川崎 

シンフォニーホール 
市民交流室 

ピアノ 
（秋山 紗穂） 

平成30年８月１6日（木） 日吉合同庁舎 
タウンホールやまぶき 

ギター・フルート 
（The Duo フルート＆ギター） 

平成30年10 月１8日（木） 幸市民館大会議室 サックス・フルート・ピアノ 
（Trio Amor） 

平成30年１1月１5日（木） 日吉合同庁舎 
タウンホールやまぶき 

クラリネット４重奏 
（Mono Tone Quartet） 

平成30年１2月 20 日（木） 幸市民館大会議室 フルート・ピアノ 
（フルートピアノデュオ エトワ） 

平成31年2 月 21 日（木） 幸市民館大会議室 マリンバ 
（廣田 裕佳＆冨貴塚 理恵） 

都合により、日時・演奏者などが変更となることがあります。ご了承ください。 

 

 

 

 

夢こんさぁと 平成３０年度カレンダー 
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  平成２９年 9 月より、川崎市南部学校給食センタ

ーが本格稼働し、川崎市内の川崎、幸、高津、宮前の

中学校２２校に完全給食の提供が開始されました。 

 これまで、川崎市内の中学校では、自校内で調理す

る学校を除いては、給食が実施されていませんでし

たが、その後、北部、中部と順次実施され 52 校全校

で実施されました。 

 これにより、成長期の中学生に、栄養のバランスや

カロリーなど考慮された温かい給食が提供されるよ

うになりました。このことは、私たちにあまり関係が

ないように感じられるかもしれませんが、孫世代だ

ったり、ご近所の知り合いのお子さんだったりが、健

康的な食事ができるようになったことは大変喜ばしいことだと思います。 

 私が、取材に行ったのは、平日の午前 10 時半過ぎでしたが、幸警察署のすぐそば

の給食センターの清潔感のある新しい建物から、各学校に給食を運ぶトラックが

次々と出ていきました。HP で給食のメニューを調

べてみますと、A 定食、B 定食とあるようですが、

これは、調理作業が集中することを防ぐため、22 校

の半数ごとに別々の献立を作るとのことでした。未

来を担う中学生に、安全で健康的な食事が保証され

たことを、是非皆様にお伝えしたいと思います。 

 さて、前々回お伝えした JR 川崎駅の補足ですが、その後、平成２９年１２月 9 日

（土）に、中央北口のお手洗いと東海道線、京浜東北線、南武線のエレベーターの

利用が開始されました。また、平成３０年２月１７日.（土）には、新たに北改札と

北口自由通路の供用が開始され、駅ビル「アトレ川崎」がエキナカも含めて全面リ

ニューアルオープンということです。北口改札には、改札機 10 台、券売機４台が設

置されるとのことです。同時に、中央北の多機能化粧室も使用できるようになるそ

うです。北口が開業すると、京急川崎駅や北口西バス乗り場（西口北から北口西に

名前が変わるそうです。ちょっと紛らわしいですね。）への乗り換えが便利になりま

す。更に、ビックカメラ前から北口につながるデッキも同時に運用を開始するとの

ことです。１月には、ミューザから東芝スマートコミュ

ニティセンターの東芝未来科学館に直行するデッキも

開通しました。「ラゾーナ川崎」も、この春 100 店舗超

の新規・改装オープンを実施するようですし、どんどん

進化する JR 川崎駅周辺、これからも目が離せません。 

                  （髙山 君子） 

❤  


